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1. 経緯
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設備設置の目的
プロセス主建屋内の貯槽Dに保管中の除染装置スラッジについては、系外漏えい防止のため、
3.11津波対策として、建屋出入口、管路貫通孔の閉塞対策を実施しているが、3.11津波を超
える津波(検討用津波(T.P.24.9m以上))の影響や貯槽クラック等による外部への漏出リスクが
あるため、早急な対策が必要である。
上記の対策として、除染装置スラッジを保管容器に充填し、高台エリア(33.5m盤)で安定保管
することを目的とする。

プロセス主建屋 貯槽D周辺の
建屋構造概要図（断面図）

除染装置スラッジ
（約37m3）

貯槽Ｄ

建屋１階

建屋地下階
（滞留水有）

コンクリート
製ピット T.P.24.9m以上

T.P.8.5m

使用済セシウム吸着塔
一時保管施設（第四施設）等保管容器

含水率50～70%※

容器数40～90本※

屋外設備

屋外設備の運用期間：４～６ヶ月程度を想定

機器内
スラッジ
除染
装置

高線量エリア

屋内設備

現在の設計状況
基本設計は完了しており現在詳細設計中であるが、スラリー安定化処理設備の審査状況及び
昨今の地震状況を踏まえた設計見直しを実施中。

※：現在の設計値に基づく推測値



2. 廃スラッジ回収施設の設計方針について
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廃スラッジを非密封で取り扱う区域を設定し、当該区域について、常時負圧の維持機能及び浄化機
能を備えた設備とする。
脱水物を充填する保管容器は長期的な安定保管に向け、十分な遮蔽・閉じ込め機能を確保する設
計とし、耐用年数を評価する。
ダスト対策としてHEPAフィルタを設置する場合は環境条件を考慮した設計・運用とする。
令和 3 年 9 月 8 日の原子力規制委員会を踏まえ、地震による機能喪失時の公衆被ばく影響評
価を行い、供用期間、内包する液体放射性物質等を勘案して適切な地震動の設定や必要な対策の
検討を行う。

本資料では屋外設備に対する下記内容について示す。
①廃スラッジを非密封で取り扱う区域の常時負圧の維持及び浄化機能の方針案
②耐震クラス設定に関する方針案

2021/11/8に原子力規制庁より提示された「廃スラッジ回収施設に係る確認事項」に基づいて廃ス
ラッジ回収施設の設計方針は下記を基本とする。

更に、下記も考慮した設計とする。
モックアップ等により十分に実現性を確認した上で製造を行う。
作業員被ばく対策、トラブルシューティング等を踏まえた機器配置設計を行う。
保管容器の保管先の妥当性の評価を行う。
スラッジ抜き出し後の設備の取扱い（洗浄・解体等）を考慮した設計とする。



3-1. ①廃スラッジを非密封で取り扱う区域の常時負圧の維持及び浄化機能の方針案（１/３）
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屋外設備は、コンテナ構造とし、ダストの発生が懸念されるコンテナ内はエリアを分割し、ダ
スト取扱エリアはダスト管理エリアよりも負圧となるように管理を行う。
排風機は100%✕2台を設置し、２系統から受電できるようにする。万が一の空調全停止時に
備えて各コンテナの給排気口には隔離ダンパを設置し、外気と隔離できるようにする。
外気へと開放されるハッチ室には連続ダストモニタを設置しハッチの開放前には適切な値であ
ることを確認する運用とする。

ハッチ

配管トラフ

タンク収納コンテナ

遠心分離機収納コンテナ
飛散防止カバー

飛散防止シャッター

廃スラッジ充填コンテナ

換気空調コンテナ

飛散防止カバーは鋼製もし
くはアクリル製を検討中。
遠心機下部のシュート部に
飛散防止カバーを設置

：ダスト取扱エリア

：ダスト管理エリア

：通常エリア

：連続ダストモニタ

：隔離ダンパ

：給気口

飛散防止シャッターは保
管容器搬送台車のレール
部分を挟み込むように稼
働する。

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ

HEPAHEPA

サンプリング
用グローブ
ボックス

上部ハッチを開放する際に管理
値以下であることを確認する。

排風機排風機

廃スラッジはプロセス主建屋内の貯
槽D水中にて保管しており、抜き出
し設備は密閉されていることからダ
ストが発生することはない。

トラフ内は密封された配管が設置
してあるのみであり、通常運転中
にダストが発生することはない。

換気空調ダクトはすべて
コンテナ内に敷設する。

排気管を接続し、タンクから排風機までを密閉する
ことにより周辺エリアにダストが飛散することはな
い。

プロセス
主建屋

地上

地下

遠心
分離機

タンク

保管
容器

保管
容器

蓋脱着
装置

保管
容器
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搬送台車レール部分

シャッター降下範囲

搬送台車

シャッター収納箱

隙間閉塞用固定板

飛散防止シャッター
コンテナ上部に巻き取り式の鋼製シャッター
を設置する計画。
搬送コンテナにはレールが敷設されているた
めそれらを避けるように加工したシャッター
を上部より下降させる。
また、レールとの隙間を可能な限りなくすた
めに閉塞板等を設置する。

換気空調用コンテナへ

排気
保管容器

シャッター
容器ケージ
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シュート

飛散防止カバー
遠心機本体は鋼製筐体により密封しており、遠心機軸
封部にはパージエアを供給しており内部のダストが漏
洩することは無い。そのためダストの発生が懸念され
る箇所は落下時にシュート部分に付着した乾燥スラッ
ジ分であり、これらはシュート端より浮遊する可能性
がある。
そのため、鋼製もしくはアクリルカバーにて遠心機全
体もしくは遠心機下部を覆う計画。

コンテナ壁面

付着スラッジ

排気

廃スラッジ供給

仕切り蓋(閉)

分離水の排水

運転中

スクレーパ

分離水の排水

停止中

遠心機ボウル廃スラッジ

仕切り蓋(開)

停止後

スクレーパ回転

遠心分離機

電動機

ベルト シャフト
① ②

③

シュート

鋼製筐体
にて密封

ゲート弁

処理水受け
タンクへ

パージエア
筐体の通気口よりシャ
フト部へパージエアを
供給。エアはシャフト
の上部へ流れ、内部の
ダストが軸封部より漏
れ出すことを防止する。

電動機
浮遊ダスト



3-2. ②耐震クラス設定に関する方針案（1/2）
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2021年7月7日の原子力規制委員会において、原子力規制庁より耐震設計の考
え方が示されたことを踏まえ、廃スラッジ回収施設の耐震設計への反映対応を
検討している。

現状廃スラッジ回収施設は耐震Bクラスにて設計を進めているため、Ss900Gal
地震時には遮へい機能等の機能喪失が発生するが、公衆への放射線影響につい
て以下に示す条件で敷地境界線量評価を行い、機能喪失時の敷地境界線量の上
昇が5mSv/年以下となることを確認する予定。

処理設備を内包するコンテナ（ユニット）の遮へい機能及び閉じ込め機能が
全て喪失する。

廃スラッジ保管容器の放射能量が廃スラッジ回収施設全体の放射能量の約
90%を占める見通しのため、廃スラッジ保管容器がSs900Gal地震時でも転
倒せず、内包する脱水後の廃スラッジの敷地内への漏えいが発生しない設計
とする。

遠心分離機処理水受けタンクの全容量及び廃スラッジ一時貯留タンクのLレ
ベル以下の容量の廃スラッジが全て敷地内に漏えいする（配管内の廃スラッ
ジは処理工程後洗浄されるため考慮しない）。

現状の概略評価では、廃スラッジ保管容器から廃スラッジの敷地内への漏えい
がないと仮定すると、機能喪失時の敷地境界線量の上昇が1mSv/年未満となる
見通しであり、また供用期間が短期であることから耐震Bクラスと分類される。



3-2. ②耐震クラス設定に関する方針案（2/2）
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以下にコンテナ内で廃スラッジ保管容器をハンドリングする廃スラッジ保管容
器搬送設備の概要図を示す（現在設計中にて構造見直しの可能性あり)。耐震B
クラスで設計中ではあるが、Ss900Gal地震時に廃スラッジ保管容器が転倒し
ないことを確認する予定である。

廃スラッジ保管容器搬送装置 概要図

以下評価部位に転倒モーメントによる地
震荷重がかかって仮に変形が生じたとし
ても、構造強度上廃スラッジ保管容器が
転倒することはないことを示す予定。
本体：転倒
チェーンガイドレール固定ボルト：引
張、せん断
LMガイド把持部：変形
振れ止めピン：せん断



４．廃スラッジ回収施設設置に関する全体工程

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

現行設計評価

基本設計

許認可関係

廃スラッジ回収施設
詳細設計・製作等

プロセス主建屋環境整備

廃スラッジ回収施設設置

スラッジ抜き出し運転

実施計画申請／補正

詳細設計

設計見直し箇所の洗い出し

設計見直し箇所を
踏まえて設計追加

除染、遮へい設置等による線量低減

プロセス主建屋搬入口設置

屋外基礎工事・屋外配管敷設

：クリティカル工程

追加設計の進捗を踏まえ
工程精査中
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調達・製作・モックアップ試験

建屋内干渉物撤去

回収施設設置

運転期間

追加設計期間
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【参考】設備概要

上澄み水

スラッジ

貯槽Ｄ

エダクタ

P

廃スラッジ回収用
マニピュレータ

廃スラッジ
保管容器

P

P

廃スラッジ
一時貯留タンク 遠心分離機

エダクタ駆動水
ポンプ

廃スラッジ回収
ブースターポンプ

M

M

遠心分離機処理
水受タンク

攪拌機

攪拌機

プロセス主建屋内 設備内

廃スラッジ
保管容器
搬送装置

廃スラッジ移送
ポンプ

搬出

サンプリング
装置

保管容器内部
計測装置

隔離弁

凝集剤投入口

屋外

廃スラッジ回収施設の主要な系統図を示す。

今回ご説明範囲



【参考】設備概要

タンク類

遠心分離機

保管容器

保管容器は充
填後スライド
させてクレー
ンにて搬出

屋外設備設置エリア
（※現在は資材置き場）

プロセス主建屋

コンテナ

N

屋外設備はコンテナ構造とし、遠心分離機コンテナ、タンクコンテナ、保管容器コンテナ
をプロセス主建屋外南西エリアを候補に設置する。
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設備設置イメージ図※

※：設計進捗により変更の可能性あり


